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(57)【要約】
【課題】対向電極信号駆動回路全体の規模を小さくする
こと。
【解決手段】基板と、前記基板上に、画素に対応して設
けられ、対向電極として機能する部分である複数の対向
電極部と、前記基板上に、前記対向電極部と導通し、一
の方向に延びると共に、前記一の方向と直交する方向に
配列された複数の対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎと、
前記基板上に、２の前記対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸ
ｎに対し１の割合で設けられ、前記対向電極信号線部Ｃ
Ｘ１～ＣＸｎに印加される電圧を制御する制御信号を出
力する複数の対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎ／２
と、を有する液晶表示装置。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に、画素に対応して設けられ、対向電極として機能する部分である複数の対
向電極部と、
　前記基板上に、前記対向電極部と導通し、一の方向に延びると共に、前記一の方向と直
交する方向に配列された複数の対向電極信号線部と、
　前記基板上に、２の前記対向電極信号線部に対し１の割合で設けられ、前記対向電極信
号線部に印加される電圧を制御する制御信号を出力する複数の対向電極信号駆動回路と、
を有する液晶表示装置。
【請求項２】
　前記対向電極信号駆動回路に接続される第１の前記対向電極信号線部は、前記対向電極
信号駆動回路からの第１の前記制御信号に対し第１の電圧値を、前記対向電極信号駆動回
路からの第２の前記制御信号に対し第２の電圧値を取り、
　前記対向電極信号駆動回路に接続される第２の前記対向電極信号線部は、前記対向電極
信号駆動回路からの第１の前記制御信号に対し前記第２の電圧値を、前記対向電極信号駆
動回路からの第２の前記制御信号に対し前記第１の電圧値を取る
請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記第１の対向電極信号線部は、第１のトランジスタを介し第１の電圧線に、第２のト
ランジスタを介し第２の電圧線に接続され、
　前記第２の対向電極信号線部は、第３のトランジスタを介し前記第１の電圧線に、第４
のトランジスタを介し前記第２の電圧線に接続され、
　前記対向電極信号駆動回路から延びる第１の出力信号線は前記第１のトランジスタ及び
前記第４のトランジスタに接続され、
　前記対向電極信号駆動回路から延びる第２の出力信号線は前記第２のトランジスタ及び
前記第３のトランジスタに接続される
請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記第２の対向電極信号線部が、前記対向電極信号駆動回路からの第１の前記制御信号
に対し前記第２の電圧値を、前記対向電極信号駆動回路からの第２の前記制御信号に対し
前記第１の電圧値を取る第１のモードと、
　前記第２の対向電極信号線部が、前記対向電極信号駆動回路からの第１の前記制御信号
に対し前記第１の電圧値を、前記対向電極信号駆動回路からの第２の前記制御信号に対し
前記第２の電圧値を取る第２のモードと、
を切り替えるスイッチを有する請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記対向電極信号駆動回路は、走査信号線から入力される走査信号に応じて信号を出力
する請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記対向電極信号駆動回路は、さらに、クロック信号線から入力されるクロック信号に
応じて信号を出力する請求項５記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に係わり、特に、駆動回路を液晶基板上に形成した液晶表示装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックス方式の液晶表示装置は、パーソナルコンピュータのモニタ、テ
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レビジョン受信機や携帯機器の情報表示装置等として広く使用されている。これらの液晶
表示装置は、画素電極と対向電極が形成された一対のガラス等の基板により液晶層を挟ん
だ構造をしており、画素電極と対向電極間に電圧を印加することにより液晶の配向方向を
変化させ、光スイッチング素子として機能させることにより画像を形成する。
【０００３】
　液晶層は、長時間同じ電圧の印加を受けるとその配向方向が固定され、液晶表示装置が
いわゆる焼き付きを起こす。これを避けるため、液晶表示装置では、液晶層に印加する電
圧の正負を一定時間毎、代表的にはフレーム毎に反転させなければならない。この際、画
素電極に印加する電圧だけでなく、対向電極に印加する電圧を高電位、低電位の２つの電
位に交互に変化させることにより、画素電極に印加しなければならない電圧の幅を小さく
でき、消費電力を小さくすることができる。
【０００４】
　対向電極に印加する電圧を変化させる方式にはいくつかのものがある。そのようなもの
として、全ての対向電極に印加する電圧を同電位とし、フレーム毎に電位を変化させるフ
レーム反転方式、画素の行（ライン）に沿った対向電極に同電位の電圧を印加し、行毎に
印加する電圧を変化させるライン反転方式、画素の列（コラム）に沿った対向電極に同電
位の電圧を印加し、列ごとに印加する電圧を変化させるコラム反転方式、隣り合う画素の
対向電極に印加する電圧を異ならせる、ドット反転方式等が知られている。これらの方式
のうち、ライン反転方式が、画像表示の品質や駆動回路形成の容易さの点において優れて
いる。
【０００５】
　特許文献１には、ライン反転方式を採用した液晶表示装置であって、対向電極信号線毎
に対向電極信号駆動回路を有するものが記載されている。
【特許文献１】特開２００６－２７６５４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１記載の液晶表示装置は、対向電極信号線毎に対向電極信号駆動回路を有する
ため、対向電極信号駆動回路全体の規模が大きくなる。一般に、駆動回路の規模は小さい
方が望ましいが、特に、いわゆるシステム・オン・グラスと呼ばれる、駆動回路自体を液
晶基板上に形成した液晶表示装置においては、駆動回路の規模が大きいとかかる回路が基
板上に占める面積が増大することになり、液晶表示装置の狭額縁化や小型化の障害となる
。
【０００７】
　本発明は、かかる観点に基づいてなされたものであり、その目的は、対向電極信号駆動
回路全体の規模を小さくすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本出願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下
のとおりである。
【０００９】
　（１）基板と、前記基板上に、画素に対応して設けられ、対向電極として機能する部分
である複数の対向電極部と、前記基板上に、前記対向電極部と導通し、一の方向に延びる
と共に、前記一の方向と直交する方向に配列された複数の対向電極信号線部と、前記基板
上に、２の前記対向電極信号線部に対し１の割合で設けられ、前記対向電極信号線部に印
加される電圧を制御する制御信号を出力する複数の対向電極信号駆動回路と、を有する液
晶表示装置。
【００１０】
　（２）（１）において、前記対向電極信号駆動回路に接続される第１の前記対向電極信
号線部は、前記対向電極信号駆動回路からの第１の前記制御信号に対し第１の電圧値を、
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前記対向電極信号駆動回路からの第２の前記制御信号に対し第２の電圧値を取り、前記対
向電極信号駆動回路に接続される第２の前記対向電極信号線部は、前記対向電極信号駆動
回路からの第１の前記制御信号に対し前記第２の電圧値を、前記対向電極信号駆動回路か
らの第２の前記制御信号に対し前記第１の電圧値を取る液晶表示装置。
【００１１】
　（３）（２）において、前記第１の対向電極信号線部は、第１のトランジスタを介し第
１の電圧線に、第２のトランジスタを介し第２の電圧線に接続され、前記第２の対向電極
信号線部は、第３のトランジスタを介し前記第１の電圧線に、第４のトランジスタを介し
前記第２の電圧線に接続され、前記対向電極信号駆動回路から延びる第１の出力信号線は
前記第１のトランジスタ及び前記第４のトランジスタに接続され、前記対向電極信号駆動
回路から延びる第２の出力信号線は前記第２のトランジスタ及び前記第３のトランジスタ
に接続される液晶表示装置。
【００１２】
　（４）（２）において、前記第２の対向電極信号線部が、前記対向電極信号駆動回路か
らの第１の前記制御信号に対し前記第２の電圧値を、前記対向電極信号駆動回路からの第
２の前記制御信号に対し前記第１の電圧値を取る第１のモードと、前記第２の対向電極信
号線部が、前記対向電極信号駆動回路からの第１の前記制御信号に対し前記第１の電圧値
を、前記対向電極信号駆動回路からの第２の前記制御信号に対し前記第２の電圧値を取る
第２のモードと、を切り替えるスイッチを有する液晶表示装置。
【００１３】
　（５）（１）において、前記対向電極信号駆動回路は、走査信号線から入力される走査
信号に応じて信号を出力する液晶表示装置。
【００１４】
　（６）（５）において、前記対向電極信号駆動回路は、さらに、クロック信号線から入
力されるクロック信号に応じて信号を出力する液晶表示装置。
【発明の効果】
【００１５】
　以上の本出願において開示される発明によれば、対向電極信号駆動回路全体の規模を小
さくすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下本発明の好適な第１の実施形態を図１～８を参照しつつ説明する。
【００１７】
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１の回路配置を示す全体図である。本実施形態
に係る液晶表示装置１は、縦ｎ画素、横ｍ画素の計ｎ×ｍ画素を有しており、ガラス等の
透明基板であるＴＦＴ基板１０上に、同図に示す回路が形成されている。垂直駆動回路２
からは、横方向に延びるｎ本の対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎ及び、同じく横方向に延
びるｎ本の走査信号線Ｘ１～Ｘｎが、図示するように縦方向に配列されている。また、分
配回路３からは、縦方向に延びるｍ本の映像信号線Ｙ１～Ｙｍが、図示するように横方向
に配列されている。走査信号線Ｘ１～Ｘｎと映像信号線Ｙ１～Ｙｍに囲まれた領域が画素
となっており、画素電極と対向電極部からなる保持容量Ｃ１１～Ｃｎｍが形成されている
。また、各画素にはトランジスタＴ１１～Ｔｎｍが形成されており、各トランジスタＴ１
１～Ｔｎｍのソースが画素電極に、ドレインが映像信号線Ｙ１～Ｙｍに、そしてゲートが
走査信号線Ｘ１～Ｘｎに接続されている。各対向電極部は、対向電極信号線部ＣＸ１～Ｃ
Ｘｎと導通している。なお、各トランジスタＴ１１～Ｔｎｍと画素電極及び映像信号線Ｙ
１～Ｙｍとの接続を入れ替えても良い。垂直駆動回路２及び分配回路３はドライバ回路４
に接続されている。ドライバ回路４は、垂直駆動回路２に各種の制御信号を、分配回路３
に映像信号を出力する。
【００１８】
　このような構成の液晶表示装置１では、垂直駆動回路２から走査信号線Ｘ１～Ｘｎに出
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力される走査信号により縦方向の走査が行われる。すなわち、特定の列の走査信号線、例
えば、Ｘ１に印加する電圧を高電位とし、残りの走査信号線Ｘ２～Ｘｎを低電位にすると
、走査信号線Ｘ１に接続しているトランジスタＴ１１～Ｔ１ｍがオンとなる。このとき、
分配回路３から映像信号線Ｙ１～Ｙｍに出力される映像信号に対応した電圧が保持容量Ｃ
１１～Ｃ１ｍに書き込まれる。続いて走査信号線Ｘ２に印加する電圧を高電圧とし、残り
の走査信号線Ｘ１，３～Ｘｎを低電位にすると、保持容量Ｃ２１～Ｃ２ｍに映像信号に対
応した電圧が書き込まれ、以下同様に繰り返すことにより全ての保持容量Ｃ１１～Ｃｎｍ
に映像信号に対応した電圧を書き込む。この電圧により、液晶層の配向方向を変化させ、
光の透過率を制御することにより画像が形成される。
【００１９】
　本実施形態では、画素電極及び対向電極部が共にＴＦＴ基板１０上に形成されているが
、これは液晶表示装置１がＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）と呼ばれる
、横電界方式を採用しているためである。ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ
）やＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）と呼ばれる縦電界方式の液晶表示装置では
、後述するように、画素電極はＴＦＴ基板１０に、対向電極部は、ＴＦＴ基板１０とは液
晶層を挟み相対するカラーフィルター基板にそれぞれ形成されることになる。
【００２０】
　図２は、本実施形態に係る液晶表示装置１の画素部分の拡大図であり、図３は、図２中
Ａ－Ａ線で示した断面図である。両図には、縦方向にａ番目、横方向にｂ番目の画素が示
されているが、その他の画素も同様の構造である。
【００２１】
　図２に示すようにＴＦＴ基板１０には走査信号線Ｘａ，Ｘａ＋１と映像信号線Ｙｂ，Ｙ
ｂ＋１が形成されており、これらに囲まれた領域が画素となる。走査信号線Ｘａと映像信
号線Ｙｂの交差部近傍にトランジスタＴａｂが形成される。本実施形態では、トランジス
タＴａｂはｎＭＯＳ型薄膜トランジスタである。トランジスタＴａｂのソースには、櫛歯
状の画素電極１１が接続される。画素電極１１の下部には、点線で示した対向電極信号線
部ＣＸａが配置されており、対向電極信号線部ＣＸａのうち、一点鎖線で示した画素内に
位置する領域は、その画素の対向電極として機能する対向電極部１２である。すなわち、
画素毎に設けられた複数の対向電極部１２が存在し、対向電極信号線部ＣＸａはそれら複
数の対向電極部１２と導通していることになる。なお、対向電極部１２を画素毎に独立し
た対向電極として形成し、対向電極信号線部ＣＸａを走査信号線Ｘａと同様の細幅の対向
電極信号線として、対向電極信号線と対向電極を別途接続しても差し支えない。
【００２２】
　図３には、ＴＦＴ基板１０上に形成されたトランジスタＴａｂ、画素電極１１、対向電
極部１２及び配向膜１３が示されており、それぞれの間には、適宜の絶縁膜が形成される
。また、ＴＦＴ基板１０と液晶層１４を隔ててカラーフィルター基板１５が配置されてお
り、カラーフィルター基板１５上には、ブラックマトリクス１６、カラーフィルター層１
７、平坦化膜１８及び配向膜１９が形成されている。なお、平坦化膜１８は必要なければ
省略してもよい。
【００２３】
　図４は、垂直駆動回路２の構造を示す図である。垂直駆動回路２は、走査信号駆動回路
５と対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎ／２及び、対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡ
ｎ／２と対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎを接続する接続部を有している。
【００２４】
　走査信号駆動回路５は、走査信号線Ｘ１～Ｘｎに接続されており、後述するように、走
査信号線Ｘ１から走査信号線Ｘｎへと順に、高電位の電圧を印加する（以下、ハイ信号を
出力するという）。ハイ信号が出力されていない走査信号線Ｘ１～Ｘｎは、低電位の電圧
に保持される（以下、ロー信号を出力するという）。なお、走査信号線Ｘ０には、走査信
号線Ｘｎと同じ信号が出力される。
【００２５】
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　対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎ／２は、図示する如く、対向電極信号線部ＣＸ１
及びＣＸ２に対向電極信号駆動回路ＣＡ１が接続され、対向電極信号線部ＣＸ３及びＣＸ
４に対向電極信号駆動回路ＣＡ２が接続されるといった具合に、２の対向電極信号線部Ｃ
Ｘ１～ＣＸｎに対し１の対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎ／２が接続されるように設
けられる。また、ａ番目の対向電極信号駆動回路ＣＡａには、一つ前の走査信号線Ｘａ－
１及び走査信号線Ｘａからの信号が入力される。ここで、対向電極信号駆動回路ＣＡ１を
例にとって説明すると、対向電極信号駆動回路ＣＡ１は走査信号線Ｘ０及びＸ１に接続さ
れている。また、対向電極信号駆動回路ＣＡ１からは第１の出力信号線Ｏ１と第２の出力
信号線Ｏ２が伸びており、走査信号線Ｘ０及びＸ１からの信号に応じて、ハイ信号または
ロー信号が出力される。第１の出力信号線Ｏ１と第２の出力信号線Ｏ２は、同時にハイ信
号あるいはロー信号を出力することはないようになっている。第１の出力信号線Ｏ１及び
第２の出力信号線Ｏ２から出力される信号は、対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎに印加さ
れる電圧を制御する制御信号である。
【００２６】
　接続部には、対向電極部１２に供給する高電位の電圧が印加された高電位電圧供給線Ｈ
および、対向電極部１２に供給する低電位の電圧が印加された低電位電圧供給線Ｌが配線
されており、対向電極信号線部ＣＸ１は第１のトランジスタ２０を介して高電位電圧供給
線Ｈに、第２のトランジスタ２１を介して低電位電圧供給線Ｌに接続されている。また、
対向電極信号線部ＣＸ２は第３のトランジスタ２２を介して高電位電圧供給線Ｈに、第４
のトランジスタ２３を介して低電位電圧供給線Ｌに接続されている。さらに、第１の出力
信号線Ｏ１は第１のトランジスタ２０及び第４のトランジスタ２３のゲートに、第２の出
力信号線Ｏ２は第２のトランジスタ２１及び第３のトランジスタ２２のゲートに接続され
ている。
【００２７】
　ここで、対向電極信号駆動回路ＣＡ１が第１の出力信号線Ｏ１にハイ信号を、第２の出
力信号線Ｏ２にロー信号を出力する第１の制御信号を出力すると、第１のトランジスタ２
０及び第４のトランジスタ２３がオンとなり、第２のトランジスタ２１及び第３のトラン
ジスタ２２がオフとなる。その結果、対向電極信号線部ＣＸ１には高電位電圧供給線Ｈか
らの高電位電圧が供給され、対向電極信号線部ＣＸ２には低電位電圧供給線Ｌからの低電
位電圧が供給される。また、対向電極信号駆動回路ＣＡ１が第１の出力信号線Ｏ１にロー
信号を、第２の出力信号線Ｏ２にハイ信号を出力する第２の制御信号を出力すると、第１
のトランジスタ２０及び第４のトランジスタ２３がオフとなり、第２のトランジスタ２１
及び第３のトランジスタ２２がオンとなる。その結果、対向電極信号線部ＣＸ１には低電
位電圧供給線Ｌからの低電位電圧が供給され、対向電極信号線部ＣＸ２には高電位電圧供
給線Ｈからの高電位電圧が供給される。すなわち、この回路によれば、隣り合う対向電極
信号線部ＣＸ１、ＣＸ２に出力される電圧値は常に異なるものとなり、ライン反転方式が
実現されている。
【００２８】
　そして、２の対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎに対し１の対向電極信号駆動回路ＣＡ１
～ＣＡｎ／２を設けるだけで良いから、１の対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎに対し１の
対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎを設ける構成に比して、対向電極信号駆動回路全体
の回路規模は約１／２となり、回路規模が小さくなっている。
【００２９】
　図５は対向電極信号駆動回路ＣＡ１の構成を示す回路図である。図中、Ｍ及びＭＢは交
流化信号線、Ｖｓｓは基準電圧線である。なお、他の対向電極信号駆動回路ＣＡ２～ＣＡ
ｎ／２も同様の構成となっている。図示した回路中の個々の素子の詳細な動作については
、前述した特許文献１に開示されているとおりであるから、本明細書ではその詳細な説明
は省略する。
【００３０】
　次に、対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎ／２の動作を図６に示すタイミングチャー
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トにより説明する。なお、ここでは代表として対向電極信号駆動回路ＣＡ１及びＣＡ２及
び、対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸ４を取り上げて説明するが、残りの対向電極信号駆動
回路ＣＡ３～ＣＡｎ／２及び対向電極信号線部ＣＸ５～ＣＸｎについても同様である。
【００３１】
　交流化信号線Ｍ，ＭＢには、動作クロック信号として機能する矩形波が印加されており
、１クロックごとにその電位が高電位と低電位とに切り替わる。交流化信号線Ｍと交流化
信号線ＭＢには逆属性の矩形波がで印加されており、同時に同電位を取ることがないよう
になっている。なお、図中符号３０で示した区間が１クロックに相当する。
【００３２】
　走査信号線Ｘ０～Ｘ４には、図示するように、１クロック毎に隣接する走査信号線にパ
ルス波が印加される。図中符号３１で示した区間は１フレームに相当し、１フレームが経
過すると再度同じ走査信号線にパルス波が印加され、以下同様に繰り返す。
【００３３】
　対向電極信号駆動回路ＣＡ１は、走査信号線Ｘ０にハイ信号が入力されると、その第１
の出力信号線Ｏ１に印加する電圧を増加させ、第２の出力信号線Ｏ２に印加する電圧を低
電位に落とす。その結果、対向電極信号線部ＣＸ１に印加される電圧は増加する一方、対
向電極信号線部ＣＸ２に印加される電圧は低電位電圧供給線Ｌと同等の低電位に落ちる。
続いて、走査信号線Ｘ１にハイ信号が入力されると、第１の出力信号線Ｏ１に印加される
電圧はさらに昇圧される。その結果、対向電極信号線部ＣＸ１に印加される電圧は高電位
電圧供給線Ｈと同等の高電位となる。
【００３４】
　さらに、走査信号線Ｘ２にハイ信号が入力されると、対向電極信号駆動回路ＣＡ２の第
１の出力信号線Ｏ１に印加される電圧が増加し、対向電極信号線部ＣＸ３に印加される電
圧は増加するとともに、第２の出力信号線Ｏ２と対向電極信号線部ＣＸ４は低電位に落ち
る。続いて、走査信号線Ｘ３にハイ信号が入力されると、第１の出力信号線Ｏ１と対向電
極信号線部ＣＸ３は昇圧される。以下、対向電極信号駆動回路ＣＡｎ／２及び対向電極信
号線部ＣＸｎまで同様の動作が繰り返される。
【００３５】
　１フレームが経過し、走査信号線Ｘ０に再度ハイ信号が入力されると、今度は対向電極
信号駆動回路ＣＡ１の第１の出力信号線Ｏ１に印加される電圧は低電圧に落とされ、第２
の出力信号線Ｏ２に印加される電圧は増加される。すなわち、先のフレームに対して、第
１の出力信号線Ｏ１と第２の出力信号線Ｏ２に印加される電圧は反転する。その結果、対
向電極信号線部ＣＸ１及びＣＸ２に印加される電圧も反転することになる。このようにし
て、フレーム毎に対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎに印加される電圧は変化する。
【００３６】
　図７は対向電極信号駆動回路ＣＡ１の別の構成を示す回路図である。同図に示す構成は
、対向電極信号駆動回路ＣＡ１を走査信号駆動回路５に入力されるクロック信号ＣＬＫ１
，ＣＬＫ２を用いたチャージポンプ方式とした例である。また、図８は同構成のタイミン
グチャートである。
【００３７】
　本構成に係る対向電極信号駆動回路ＣＡ１は、第１の出力信号線Ｏ１又は第２の出力信
号線Ｏ２が高電位に保持されると、クロック信号ＣＬＫ１により充電された容量４０又は
４１の電荷を、クロック信号ＣＬＫ２によりトランジスタ４２又は４３を介して、第１の
出力信号線Ｏ１又は第２の出力信号線Ｏ２に繰り返し出力する。そのため、第１の出力信
号線Ｏ１及び第２の出力信号線Ｏ２に印加される電圧が繰り返し昇圧され、１フレーム期
間中の電圧を、安定して高電位に保持することができる。
【００３８】
　次に、本発明の好適な第２の実施形態を図９を参照して説明する。本実施形態は、対向
電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎ／２と対向電極信号線部ＣＸ１～ＣＸｎを接続する接続
部の構成が異なる他は第１の実施形態と同様であるから、共通する構成については同符号
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を付し、その詳細な説明を省略する。
【００３９】
　図９は、本実施形態に係る垂直駆動回路２の構造を示す図である。同図に示すとおり、
本実施形態では、スイッチ信号線ＳＷ１，ＳＷ２からのスイッチ信号により、ライン反転
方式とフレーム反転方式とを切り替え可能となっている。
【００４０】
　対向電極信号駆動回路ＣＡ１を例にとって詳細に説明する。第１の出力信号線Ｏ１は、
第１のトランジスタ２０に接続されると共に、トランジスタ４０を介して第４のトランジ
スタ２３に、トランジスタ４１を介して第３のトランジスタ２２に接続されている。また
、第２の出力信号線Ｏ２は、第２のトランジスタ２１に接続されると共に、トランジスタ
４２を介して第３のトランジスタ２２に、トランジスタ４３を介して第４のトランジスタ
２３に接続されている。トランジスタ４０及び４２のゲートはスイッチ信号線ＳＷ１に、
トランジスタ４１及び４３のゲートはスイッチ信号線ＳＷ２に接続されている。
【００４１】
　ここで、液晶表示装置１をライン反転方式により駆動する第１のモードでは、スイッチ
信号線ＳＷ１に高電位の、スイッチ信号線ＳＷ２に低電位のスイッチ信号を印加する。こ
の場合、トランジスタ４０及び４２がオンとなり、トランジスタ４１及び４３はオフとな
るから、接続部の動作は第１の実施形態と全く同様となる。すなわち、第１の出力信号線
Ｏ１にハイ信号が、第２の出力信号線Ｏ２にロー信号が印加されている第１の制御信号が
出力されている状態で、対向電極信号線部ＣＸ１は高電位、対向電極信号線部ＣＸ２には
低電位が供給されることになる。また、第１の出力信号線Ｏ１にロー信号が、第２の出力
信号線Ｏ２にハイ信号が印加されている第２の制御信号が出力されている状態では、対向
電極信号線部ＣＸ１は低電位、対向電極信号線部ＣＸ２には高電位が供給されることにな
る。
【００４２】
　一方、液晶表示装置１をフレーム反転方式により駆動する第２のモードでは、スイッチ
信号線ＳＷ１に低電位の、スイッチ信号線ＳＷ２に高電位のスイッチ信号を印加する。こ
の場合、トランジスタ４０及び４２がオフとなり、トランジスタ４１及び４３はオンとな
るから、対向電極信号線部ＣＸ２に対する第１の出力信号線Ｏ１と第２の出力信号線Ｏ２
の接続は第１の実施形態と逆となる。その結果、対向電極信号線部ＣＸ１と対向電極信号
線部ＣＸ２には常に同電位が供給されることになるから、結局、１フレーム期間中に全て
の対向電極部１２に印加する電圧は同電位となる。
【００４３】
　すなわち、トランジスタ４０～４３からなる回路は、液晶表示装置１の第１のモードと
第２のモードを切り替えるスイッチとして機能する。残りの対向電極信号駆動回路ＣＡ２
～ｎ／２についても同様である。
【００４４】
　なお、スイッチ信号線ＳＷ１，ＳＷ２に印加するスイッチ信号は、たとえば外部に設け
たディップスイッチや、液晶表示装置１の内部あるいは外部に保持するパラメータにより
切り替えるようにするとよい。また、第１のモードと第２のモードを切り替えるスイッチ
の構成は図示したものに限定されず、同機能を発揮し得る回路構成であればいかなるもの
を使用してもよい。たとえば、本実施形態では、対向電極信号線部ＣＸ２が、トランジス
タ４０～４３からなる回路を介して対向電極信号駆動回路ＣＡ１に接続されているものと
したが、これに替え、対向電極信号線部ＣＸ１を、トランジスタ４０～４３からなる回路
を介して対向電極信号駆動回路ＣＡ１に接続するようにしてもよい。スイッチ信号線の本
数も本実施形態のように２本に限定されず、１本でもよい。
【００４５】
　図１０は、本発明の好適な第３の実施形態に係る液晶表示装置１の回路配置を示す全体
図である。本実施形態は、液晶表示装置１がＶＡやＴＮ等の縦電界方式である他は第１の
実施形態と同様であるから、共通する構成については同符号を付し、その詳細な説明を省
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【００４６】
　縦電界方式の液晶表示装置１では、対向電極部１２はカラーフィルター基板１５上に形
成される。したがって、ＴＦＴ基板１０には第１の実施形態における垂直駆動回路２から
対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎを除いた走査信号駆動回路５が形成される。また、
対向電極信号駆動回路ＣＡ１～ＣＡｎからなる対向電極信号駆動回路群６、対向電極信号
線部ＣＸ１～ＣＸｎ及び対向電極部１２はカラーフィルター基板１５に形成される。ＴＦ
Ｔ基板１０上の画素電極１１とカラーフィルター基板１５上の対向電極部１２は、液晶表
示装置１を組み立てた際には、液晶層１４を隔てて向かい合い、保持容量Ｃ１１～Ｃｎｍ
を構成する。また、対向電極信号駆動回路群６には、ドライバ回路４から各種制御信号が
出力される。
【００４７】
　このようにすれば、縦電界方式の液晶表示装置１においても、第１の実施形態同様に回
路規模が小さくなっている。また、第１の実施形態における走査信号駆動回路５を分割し
、別々の基板に配置することになるため、液晶表示装置１を組み立てた状態で、走査信号
駆動回路５と対向電極信号駆動回路群６を互いに重なり合う位置に配置でき、回路が液晶
表示装置１に占める面積がさらに小さくなる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】第１の実施形態に係る液晶表示装置の回路配置を示す全体図である。
【図２】第１の実施形態に係る液晶表示装置の画素部分の拡大図である。
【図３】図２中Ａ－Ａ線で示した断面図である。
【図４】垂直駆動回路の構造を示す図である。
【図５】対向電極信号駆動回路の構成を示す回路図である。
【図６】タイミングチャートである。
【図７】対向電極信号駆動回路の別の構成を示す回路図である。
【図８】別の構成に係るタイミングチャートである。
【図９】本発明の第２の実施形態に係る垂直駆動回路の構造を示す図である。
【図１０】第３の実施形態に係る液晶表示装置の回路配置を示す全体図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　液晶表示装置、２　垂直駆動回路、３　分配回路、４　ドライバ回路、５　走査信
号駆動回路、６　対向電極信号駆動回路群、１０　ＴＦＴ基板、１１　画素電極、１２　
対向電極部、１３　配向膜、１４　液晶層、１５　カラーフィルター基板、１６　ブラッ
クマトリクス、１７　カラーフィルター層、１８　平坦化膜、１９　配向膜、２０　第１
のトランジスタ、２１　第２のトランジスタ、２２　第３のトランジスタ、２３　第４の
トランジスタ、３０　１クロックに相当する区間、３１　１フレームに相当する区間、４
０，４１　容量、４２，４３　トランジスタ、ＣＸ１～ＣＸｎ　対向電極信号線部、Ｘ１
～Ｘｎ　走査信号線、Ｙ１～Ｙｍ　映像信号線、Ｃ１１～Ｃｎｍ　保持容量、Ｔ１１～Ｔ
ｎｍ　トランジスタ、ＣＡ１～ＣＡｎ／２　対向電極信号駆動回路、Ｈ　高電位電圧供給
線、Ｌ　低電位電圧供給線、Ｍ，ＭＢ　交流化信号線、ＳＷ１，ＳＷ２　スイッチ信号線
。
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